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ろう、油脂、合成樹脂などと有機溶剤を水に
乳化したもの

ろう、油脂、合成樹脂などを水に溶解、乳化
または可溶化したもの

ろう、油脂、合成樹脂などを成分とするもの
で前2項に掲げるもの以外のもの

乳化性

水性

油性

表示名種　類 種類を示す用語

表示例

品 名 床用ワックス
用 途 化学タイル、クッションフロア、

塗装木質床等の床材の保護とつや出し
白木には適しません。

種 類 水性（樹脂系）
成 分 合成樹脂、水
正味量 １ℓ
使用量の目安 １㎡あたり12g
使用上の注意

・危険、事故の応急処置に関すること
・室内環境面の配慮に関すること
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雑貨工業品

定義

住宅用又は家具用のワックス
天然ろうや合成ろう又は合成樹脂あるいはシリコーンを主成分としたつや出し及び保護
剤である。

●その用途を適切に表現した用語に「ワックス」の用語を付して表示する。

●その種類を示す用語を用いて適正に
表示する。
●その種類が次の表に掲げる種類の場
合は、それぞれ同表に掲げる種類を示
す用語を用いて表示する。合成樹脂を
主成分としたものは、種類を示す用語
の次に括弧書きで「樹脂系」の用語を
用いて表示する。

●その用途を適切に表現した用語を用いて表示する。
●使用できない材質についても表示することが望ましい。

●使用の適量について具体的に分かり
やすく表示すること。
●「使用量の目安」として、事業者が製品
の特性に合わせた表示を行うことがで
きる（例：1袋（小袋）で○○平方メート
ル塗れます）。

●その含有率が1％以上の主要成分（水を含む）について、一般的な名称によりその成分の名称を表示す
る。
●一般的な名称の例として、「ろう」「油脂」「有機溶剤」「合成樹脂」「シリコーン」「水」がある。なお、有機溶
剤、合成樹脂については、併せてその具体的な種類を表示することが望ましい。

●危険、事故の応急処置、室内環境面の配
慮等の必要事項を製品の品質に応じて
適切に表示する。
●例えば、有機溶剤を含むようなワック
スでは「塗布する際、火気に注意するこ
と」や「万一飲み込んだ場合の処置」「密
閉した室内で塗布すると有機溶剤が揮
発して危険」等。

●表示した者の「氏名又は名称」及び「住
所又は電話番号」を付記し、責任の所在
を明確にする。

●最小販売単位ごとに、その容器又は包
装等消費者の見やすい箇所に本体から
容易に離れない方法で分かりやすく表
示する。

●グラム単位もしくはキログラム単位又はミリリットル単位もしくはリットル単位による（許容範囲
は、表示値の－3％以内）。

7 使用上の注意

2 成　分

1 品　名

4 用　途

3 種　類

6 使用量の目安

5 正味量

8 表示者名等の付記

表示方法等
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洗濯表示記号

取扱表示

番号 記号 記号の意味

190
・液温は95℃を限度とし、洗濯機
で洗濯ができる

170
・液温は70℃を限度とし、洗濯機
で洗濯ができる

160
・液温は60℃を限度とし、洗濯機
で洗濯ができる

161
・液温は60℃を限度とし、洗濯機
で弱い洗濯ができる

150
・液温は50℃を限度とし、洗濯機
で洗濯ができる

151
・液温は50℃を限度とし、洗濯機
で弱い洗濯ができる

140
・液温は40℃を限度とし、洗濯機
で洗濯ができる

141
・液温は40℃を限度とし、洗濯機
で弱い洗濯ができる

142
・液温は40℃を限度とし、洗濯機
で非常に弱い洗濯ができる

130
・液温は30℃を限度とし、洗濯機
で洗濯ができる

131
・液温は30℃を限度とし、洗濯機
で弱い洗濯ができる

132
・液温は30℃を限度とし、洗濯機
で非常に弱い洗濯ができる

110
・液温は40℃を限度とし、手洗い
ができる

100 ・家庭での洗濯禁止

番号 記号 記号の意味

220
・塩素系及び酸素系の漂白剤を
使用して漂白ができる

210
・酸素系漂白剤の使用はできる
が、塩素系漂白剤は使用禁止

200
・塩素系及び酸素系漂白剤の
使用禁止

番号 記号 記号の意味

320
・タンブル乾燥ができる
（排気温度上限80℃）

310
・低い温度でのタンブル乾燥
ができる
（排気温度上限60℃）

300 ・タンブル乾燥禁止

番号 記号 記号の意味

440 ・つり干しがよい

445 ・日陰のつり干しがよい

430 ・ぬれつり干しがよい

435 ・日陰のぬれつり干しがよい

420 ・平干しがよい

425 ・日陰の平干しがよい

410 ・ぬれ平干しがよい

415 ・日陰のぬれ平干しがよい

番号 記号 記号の意味

530
・底面温度200℃を限度とし
てアイロン仕上げができる

520
・底面温度150℃を限度とし
てアイロン仕上げができる

510
・底面温度110℃を限度とし
てスチームなしでアイロン仕

上げができる

500 ・ アイロン仕上げ禁止

番号 記号 記号の意味

620
・パークロロエチレン及び石
油系溶剤によるドライクリー
ニングができる

621
・パークロロエチレン及び石
油系溶剤による弱いドライク
リーニングができる

610
・石油系溶剤によるドライク
リーニングができる

611
・石油系溶剤による弱いドラ
イクリーニングができる

600 ・ドライクリーニング禁止

番号 記号 記号の意味

710
・ウエットクリーニングができ
る

711
・弱い操作によるウエットク
リーニングができる

712
・非常に弱い操作によるウ
エットクリーニングができる

700 ・ウエットクリーニング禁止

表１ 洗濯処理

表２ 漂白処理

表３ タンブル乾燥

表４ 自然乾燥

表５ アイロン仕上げ

表６ ドライクリーニング

表７ ウエットクリーニング※

記号で表せない取扱情報は、必要に応じて、記号を並べて表示した近くに用語や文章で付記されます。（事業者の任意表示）

考えられる付記用語の例： 「洗濯ネット使用」 「裏返しにして洗う」 「弱く絞る」 「あて布使用」 など

付記用語について

※ぬれ干しとは、洗濯機による脱水や、手で
ねじり絞りをしないで干すことです。

※ウエットクリーニングとは、クリーニング店が
特殊な技術で行うプロの水洗いと仕上げ
まで含む洗濯です。

（資料1-6）




